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北海道新幹線の概要について

新青森
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建設中区間

既開業区間

新函館北斗・札幌間（212km）
令和12年(2030年)度末開業予定

新青森・新函館北斗間（149km）
平成28年(2016年)3月26日開業

青函トンネル
約54km

在来線との共用区間
約82km

東北新幹線
盛岡・八戸間（96km）
平成14年(2002年)12月開業

八戸・新青森間（82km）
平成22年(2010年)12月開業

1435mm 1067mm

共用走行のイメージ

新幹線 在来線

青函トンネル内（約５４km）：１６０km/h
明かり区間（約２８km）：１４０km/h 
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北海道新幹線(新函館北斗・札幌間)の概要について
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■路線の概要

○ 総工事費

約２３，２００億円

○ 完成予定時期

令和１２年度末（２０３０年度末）
※平成２７年１月の政府与党申し合わせにおいて、完成・開業時

期を５年前倒しし、「平成42年度（注：令和12年度）末の完成・
開業を目指す」とされている。

○ 工事延長 約２１１．９㎞

路 盤 ： 約 ７．４㎞ （約 ３％）

橋りょう ： 約 ５．３㎞ （約 ３％） 全９４箇所

高架橋 ： 約 ３０．３㎞ （約１４％）

トンネル ： 約 １６８．９㎞ （約８０％） 全１７箇所

※括弧内は、工事延長に占める割合

○ 所要時間（乗換時間含む）

新函館北斗・札幌間：３時間１７分 → ５７分

新青森・札幌間：４時間３７分 → １時間５５分

東京・札幌間：７時間４４分 → ４時間５５分

○ 現行特急本数

特急北斗（函館・札幌間）：１１往復／日

■事業の進捗状況（令和５年７月１日現在）

○用地取得率９３％

○土木工事契約率９６％

（工事延長２１１．９ｋｍのうち２０３．０ｋｍで発注済）

○トンネル工事に伴う発生土量：約1,984万㎥（受入地確保率約95％）

うち、対策土：約672万㎥（受入地確保率：約90％）

無対策土：約1,311万㎥（受入地確保率：約98％）

砂蘭部川橋りょう
さらんべ
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北海道新幹線の開業に伴う経営分離区間について

※小樽－札幌間は経営維持 凡 例

東北新幹線

北海道新幹線
既開業区間

北海道新幹線
建設中区間

道南いさりび
鉄道

北海道並行
在来線区間
（北側：山線）

北海道並行
在来線区間
（南側：海線）

青森県
青い森鉄道

室蘭

岩見沢

苫小牧

※長万部－苫小牧－札幌間は
経営維持

道南いさりび鉄道
木古内－五稜郭（37.8km）

H28.3開業

北海道新幹線
（新函館北斗－札幌間）

開業時に函館－小樽間は
経営分離予定
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道南いさりび鉄道(株)について

6

営 業 区 間
旅客運行本数

主 な 列 車 の
運 行 区 間

輸 送 実 績

輸 送 密 度
列 車 種 別
運 行 形 態
編 成 両 数
直通運転区間
観 光 列 車
貨物運行本数

木古内－五稜郭間 （３７．８ｋｍ）
３４本／日

５３６千人 （Ｒ４年度実績）

４６５人／日 （Ｒ４年度実績）

普通のみ

気動車 （JR東日本のリゾート列車「四季島」は電車運行）

１，２ （主に１両編成）
五稜郭－（ＪＲ函館本線）函館
ながまれ海峡号
５１本／日 （電気機関車で運行）

き こ な い

通学定期 44%
通勤定期 20%
定 期 外 36%

会 社 名
代表者名
所 在 地
開 業 日
資本金等
主な株主

事業内容
関連事業
収支状況
（Ｒ４年度実績）

道南いさりび鉄道株式会社
代表取締役社長 川越 英雄
北海道函館市若松町１２番５号
平成２８年３月２６日
５７６百万円

鉄道事業（第一種）
駅売店事業

北海道 64.7% 函館市 3.6%
ＪＲ貨物 17.4% 木古内町 3.6%
北斗市 9.0%

【道南いさりび鉄道 観光列車】
「ながまれ海峡号」

会社概要 路線情報

経常損益 ▲ 208百万円
当期損益 0百万円
累積損益 ▲ 350百万円

木古内 五稜郭 函館
（JR函館線）

上磯

8往復/日
（上りは+2本）

9往復/日

【道南いさりび鉄道車両】



【構成】 [渡島ブロック] 函館市、北斗市、七飯町、鹿部町、森町、八雲町、長万部町
[後志ブロック] 小樽市、余市町、仁木町、共和町、倶知安町、ニセコ町、蘭越町、

黒松内町、長万部町

1 北海道新幹線並行在来線対策協議会

【設立】 平成24年９月
【目的】 地域交通の確保方策の調査研究及び基本的方向の決定に関すること

函館線「函館・小樽間」については､国の「整備新幹線の整備に関する基本方針」（整備新幹線検討問題会議：平成21年12月）における着工にあたって
の基本的な条件に基づき、新幹線開業時にJR北海道から経営分離することに、道及び沿線自治体は国に対して同意（平成24年5月）。

2 各ブロックにおける需要予測・収支予測調査結果（令和２年度)

(単位：億円)

区 間 初期投資 単年度収支
（2030年度）

30年累計
(初期投資を含む)

① 第三セクター鉄道 ▲ 152.8 ▲ 22.8 ▲ 864.6

② バス運行 ▲ 22.1 ▲ 0.7 ▲ 70.2

③三セク鉄道＋バス運行 ▲ 61.8 ▲ 5.4 ▲ 258.2

三セク鉄道（余市・小樽間） ▲ 45.4 ▲ 4.9 ▲ 206.1

バス運行（長万部・余市間） ▲ 16.4 ▲ 0.5 ▲ 52.1

経営分離後における函館線（函館・小樽間）の地域交通の確保方策につい
て、道と沿線自治体で構成する協議会において方向性等を協議・検討。

並行在来線区間等（函館・小樽間）

後志
ブロック

渡島
ブロック

(単位：億円)

区 間 初期投資 単年度収支
（2030年度）

30年累計
(初期投資を含む)

① 第三セクター鉄道 ▲ 288.6 ▲ 14.4 ▲ 816.8

② バス運行 ▲ 37.5 ▲ 2.8 ▲ 157.4

③三セク鉄道＋バス運行 ▲ 147.7 ▲ 9.1 ▲ 510.1

三セク鉄道（函館・新函館北斗間） ▲ 131.7 ▲ 6.7 ▲ 405.1

バス運行（新函館北斗・長万部間） ▲ 16.0 ▲ 2.4 ▲ 105.0

地域交通の確保方策については、①全線第三セクター鉄道、②全線バス運行、
③三セク鉄道（函館・新函館北斗間）＋バス運行（その他区間）の３つのパターンに
よる収支予測調査等を行い、地域の足の確保方策について協議中である。

【渡島ブロック（海線 函館・長万部間）】

地域交通の確保方策については、①全線第三セクター鉄道、②全線バス運行、
③三セク鉄道（余市・小樽間）＋バス運行（その他区間）の３つのパターンによる収
支予測調査等を行い、地域の足の確保について協議した結果、バス運行による方
向性を確認した。

【後志ブロック（山線 長万部・小樽間）】

北海道新幹線並行在来線対策協議会について
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〇 検討状況等

後志ブロック

・ 「長万部・小樽間」の地域交通の確保方策の方向性については、令和４年

３月のブロック会議で「バス方式」

とすることを確認し、現在、バス転

換に向けた協議を進めている。

・ 協議にあたっては、令和４年11月

のブロック会議において、これまで

幹事会で協議を進めてきたバスル

ートやダイヤの設定、交通拠点施設

の整備等を整理した「検討案」に基

づき、幹事会で協議を進めており、

令和５年５月のブロック会議では、

事務局である道がバス事業者に対

して運行協力を求めることとした。

【検討課題】

・利便性等を確保したバスルート・ダイヤ

の設定

・交通拠点施設の整備等

〇 検討状況等

渡島ブロック

・ 協議会では、沿線人口の推移や利便性の確保など、様々な地域の実情等
を踏まえながら鉄道やバスの場合、鉄道とバスの３つの方策に基づき、新
幹線開業後の地域交通のあり方について協議。

【函館線（函館・長万部間）拡大図】

・ 検討にあたっては、当該区間は
特急列車や貨物列車など様々な
種類の列車が運行する複雑な
線区であるといった特徴を考慮
しつつ、関係者と連携しながら、
協議を進めている。

【検討課題】
・三セク鉄道等の負担軽減
・貨物列車との共用走行等

■第１６回後志ブロック会議（Ｒ５．５．２８）

・ バスによる運行計画の策定に向け、バスルートやダイヤ等を報告し、道と沿
線自治体で考え方の共有を図るとともに、運行経費に対する自治体支援とし
て、バス運行により生じる欠損は、自治体が補填することを確認。
・ 今後の協議の進め方として、道と沿線自治体で考え方の共有を図った上で、
バス事業者に対してバス転換後のバス運行について協力を求めることについ
て確認。

■第９回渡島ブロック会議（Ｒ４．８．３１）

・ 「函館・長万部間」における経営分離後の地域交通の確保方策として、 三
セク鉄道やバスなどとした場合の収支予測の精査状況を報告。
〈鉄道〉予備車両の見直しによる車両数や、ＪＲ譲渡資産などの精査による初期

投資額の削減、運賃値上げによる単年度収支の改善
〈バス〉車両台数などの見直しによる初期投資の増額、バス運行体系の見直し

による単年度収支の改善

直近の協議状況 直近の協議状況

小樽駅余市駅

仁木駅

蘭越駅

並
行
在
来
線
（
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
）

黒松内駅

ニセコ駅

倶知安駅

長万部駅

北海道新幹線

長万部駅

八雲駅

森 駅

鹿部駅

大沼公園駅

新函館北斗駅 七飯駅

函館駅

並
行
在
来
線
（渡
島
ブ
ロ
ッ
ク
） 大沼駅

五稜郭駅

北海道新幹線

函館駅

五稜郭駅

七飯駅

大沼駅

鹿部駅

森駅

新函館北斗駅

貨物輸送（８の字ルート）

【函館線（長万部・小樽間）抜粋】

北海道新幹線並行在来線対策協議会について（各ブロック協議状況）
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開催日 主な議題
第１回 Ｈ２４．１０．３０ ・旅客流動調査･将来需要予測調査結果
第２回 Ｈ２５．１２．２６ ・並行在来線の開業に向けた検討状況
第３回 Ｈ２６．１２．２２ ・並行在来線の地域交通の確保に向けた取組
第４回 Ｈ２８． ２． ８ ・北海道新幹線開業に向けた動き
第５回 Ｈ２９． ３．２９ ・開業後の道南いさりび鉄道の状況
第６回 Ｒ 元． ７．２２ ・函館線 長万部･小樽間の状況
第７回 Ｒ ２． ８．２６ ・函館線 長万部･小樽間の状況
第８回 Ｒ ３． ４．２１ ・旅客流動調査・将来需要予測・収支予測調査結果
第９回 Ｒ ３． ８． ６ ・収支予測の見直し（中間報告）
第１０回 Ｒ ３．１１． １ ・交通モード別の収支予測
第１１回 Ｒ ３．１２．２７ ・沿線市町の協議状況
第１２回 Ｒ ４． ２． ３ ・「余市・小樽間」個別協議
第１３回 Ｒ ４． ３．２７ ・「余市・小樽間」個別協議
第１４回 Ｒ ４． ７． ７ ・ＪＲ北海道からの協力･バス運行に向けた検討状況
第１５回 Ｒ ４．１１． ６ ・バス運行に向けた検討状況
第１６回 Ｒ ５． ５．２８ ・バス運行に向けた検討状況

＜後志ブロック会議＞

開催日 主な議題
第１回 Ｈ２４．１１． １ ・旅客流動調査･将来需要予測調査結果
第２回 Ｈ２５．１２．２５ ・並行在来線の開業に向けた検討状況
第３回 Ｈ２７． １．１６ ・並行在来線の地域交通の確保に向けた取組
第４回 Ｈ２８． ２．１６ ・北海道新幹線開業に向けた動き
第５回 Ｈ２９． ３．２４ ・開業後の道南いさりび鉄道の状況
第６回 Ｒ 元． ８． ２ ・函館線函館･長万部間の状況
第７回 Ｒ ２． ８．２５ ・函館線函館･長万部間の状況
第８回 Ｒ ３． ４．２６ ・旅客流動調査・将来需要予測・収支予測調査結果
第９回 Ｒ ４． ８．３１ ・将来需要予測･収支予測調査の精査

＜渡島ブロック会議＞

開催日 主な議題
第１回 Ｈ２４． ９． ７ ・協議会設立・検討スケジュール

第２回（書面） Ｒ ２． ４．１７ ・設置要領改正・事業計画・収支予算

＜協議会＞

北海道新幹線並行在来線対策協議会開催状況
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10

1. 北海道新幹線について

2. 北海道における物流の状況について

3. 北海道における鉄道貨物輸送について



【出典】貨物量：貨物地域流動調査（国土交通省）
人 口：住民基本台帳（H24：3/31現在、H25～：1/1現在の人口）

北海道における貨物輸送量について

○近年、北海道発着の国内貨物輸送量は、約４億トンから約４億５千万トンで推移
しており、その８割以上を道内間の輸送が占める。北海道と道外との輸送につい
ては５～６千万トンで推移。

■ 北海道発着の国内貨物輸送量
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北海道内間での貨物輸送について

○札幌地域（石狩・空知・後志）⇔室蘭地域（胆振・日高）間が約1,200万トンと
最も多く、次いで札幌地域（石狩・空知・後志）⇔旭川地域（上川・宗谷・留
萌・空知の一部）間が約600万トンとなっている。

札幌着 旭川着 函館着 室蘭着 釧路着 帯広着 北見着 合計

札幌発
85,069 3,267 1,462 4,177 639 1,151 523 96,288 

(88.3%) (3.4%) (1.5%) (4.3%) (0.7%) (1.2%) (0.5%) (100.0%)

旭川発
2,765 33,962 32 554 69 202 372 37,955 

(7.3%) (89.5%) (0.1%) (1.5%) (0.2%) (0.5%) (1.0%) (100.0%)

函館発
971 260 13,141 1,080 172 36 36 15,696 

(6.2%) (1.7%) (83.7%) (6.9%) (1.1%) (0.2%) (0.2%) (100.0%)

室蘭発
7,675 1,292 1,008 38,773 2,885 888 132 52,653 

(14.6%) (2.5%) (1.9%) (73.6%) (5.5%) (1.7%) (0.2%) (100.0%)

釧路発
314 76 16 519 25,401 2,204 765 29,295 

(1.1%) (0.3%) (0.1%) (1.8%) (86.7%) (7.5%) (2.6%) (100.0%)

帯広発
1,000 243 52 1,329 1,368 33,579 414 37,986 

(2.6%) (0.6%) (0.1%) (3.5%) (3.6%) (88.4%) (1.1%) (100.0%)

北見発
487 353 11 244 598 66 23,536 25,295 

(1.9%) (1.4%) (0.0%) (1.0%) (2.4%) (0.3%) (93.0%) (100.0%)

合計
98,281 39,453 15,723 46,676 31,131 38,127 25,777 295,168 

(33.3%) (13.4%) (5.3%) (15.8%) (10.5%) (12.9%) (8.7%) (100.0%)

札幌

北見

旭川

250千トン～ 500千トン

500千トン～1,000千トン

1,000千トン～2,500千トン

2,500千トン～5,000千トン

5,000千トン以上

上川、宗谷、留萌、空知
（深川市及び雨竜郡）

檜山、渡島

胆振、日高

十勝

釧路、根室

オホーツク

帯広

釧路

室蘭

函館

■ 道内における貨物の流動

石狩、空知（深川市及び
雨竜郡を除く。）、後志

【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）（令和3年度）

※ 下段の（ ）は発貨物の合計に占める割合

（千トン）

12



北海道と道外との貨物輸送について

○関東地方が約2,350万トン（全体の約50％）と最も多く、次いで東北地方が
約1,200万トン（全体の約25％）となっている。

東北

北海道

関東
中部

近畿中国

四国
九州

～500千トン

500千トン～1,000千トン

1,000千トン～5,000千トン

5,000千トン～10,000千トン

10,000千トン以上

北海道発
（移出）

北海道着
（移入）

合計
移出入差

（移出－移入）

東北
3,988 8,205 12,194

-4,217
(18.6%) (29.8%) (24.9%)

関東
10,321 13,168 23,489

-2,847
(48.2%) (47.8%) (48.0%)

中部
4,362 4,180 8,543

182
(20.4%) (15.2%) (17.4%)

近畿
1,139 515 1,653

624
(5.3%) (1.9%) (3.4%)

中国
512 828 1,340

-315
(2.4%) (3.0%) (2.7%)

四国
143 197 340

-54
(0.7%) (0.7%) (0.7%)

九州
950 453 1,403

497
(4.4%) (1.6%) (2.9%)

合計
21,416 27,546 48,962

-6,130
(100.0%) (100.0%) (100.0%)

■ 道外との貨物の流動

【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）（令和3年度） ※ 下段の（ ）はそれぞれの合計に占める割合

13

（千トン）



農水産品

40,771 

13.8％

1,845 

7.9％

726 

1.2％

43,342 

26.5％

林産品

8,622 

2.9％

552 

2.4％

208 

0.8％

9,382 

2.7％

鉱産品

57,713 

19.6％

2,838 

12.2％

3,878 

14.1％

64,429 

18.6％

金属・機械

工業品

19,136 

6.5％

6,170 

26.5％

6,670 

20.1％

31,976 

9.2％

化学工業品

44,314 

15.0％

4,678 

20.1％

7,466 

27.1％

56,458 

16.3％

軽工業品

24,938 

8.4％

2,139 
9.2％

1,390 

5.0％

28,466 

8.2％

雑工業品

8,485 

2.9％

2,051 

8.8％

1,293 
4.7％

11,829 

3.4％

特種品

90,918 

30.8％

1,131 

4.9％

3,903 

14.2％

95,952 

27.7％

その他

271 

0.1％

1,859 

8.0％

2,011 

7.3％

4,141 

1.2％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

道内間

移出

移入

合計

（千トン）

北海道における品目別貨物輸送量について

○道内間の輸送では、宅配便などの特種品が多いのに対し、道外との輸送では、
移出・移入ともに化学工業品、金属・機械工業品が多くなっている。

【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）（令和3年度）※ 主な品目 鉱産品 ・・・・・・・砂利・砂・石材、石炭、石灰石 など

金属・機械工業品 ・・機械（自動車等）、鉄鋼 など

化学工業品 ・・・・・石油製品、セメント、化学肥料 など

特種品 ・・・・・・・宅配便等、動植物性飼肥料 など

■ 品目別貨物輸送量

14



北海道における輸送モード別貨物輸送量について

○北海道－道外間の輸送は、海上輸送が約92％（うちフェリー輸送が約5％）、
鉄道輸送が約8％

○道内間の輸送は、自動車輸送が約97％

（千トン）
海上輸送

（フェリー除く）

42,796 

87.2%

海上輸送

（フェリー輸送）

2,297 

4.7%

鉄道輸送

3,868 

7.9%

航空輸送

110 

0.2%

【合計】
約49,000千トン

【合計】
約295,000千トン

■ 北海道－道外間の輸送モード別輸送量 ■ 道内間の輸送モード別貨物輸送量

自動車輸送

286,591

97.1%

海上輸送

8,306

2.8%

鉄道輸送

270

0.1%

航空輸送

0

0.0%

（千トン）

【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）（令和3年度）
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【出典】北海道における安定的かつ効率的な物流体制の確保に向けた検討報告書
北海道交通・物流連携会議 物流対策ワーキンググループ（令和4年5月）

北海道－道外間の輸送における輸送モード別の特徴

○北海道－道外間の輸送では、それぞれの輸送モードが、輸送品目や輸送ロット、
輸送先などに特徴を有しており、取引条件に応じて選択されている。

区分 海上輸送 鉄道輸送 航空輸送

主な輸送品目
石油類 ・ 金属機械

食料工業品 ・ 農水産物
農産品 ・ 食料工業品

宅配便
日用品 ・ 宅配便

生鮮品

主な輸送
ロット単位

・ ばら積み貨物（石油・石炭
など） ［ばら積み船］

・ 10トントラック ［フェリー］

・ 20トンシャーシ ［RORO船］

・ 5トンコンテナ
・ パレット

・ コンテナ（1～5トン程度）

発着地

・ 東北・関東地方との割合が
高い（海上輸送のうち77％）

（参考）鉄道輸送のうち50％

・ 中部地方以西との割合が
高い（鉄道輸送のうち50％）

（参考）海上輸送のうち23％

・ 関東地方との割合が高い
（航空輸送のうち89％）

輸送上の
メリット

・ 大量輸送が可能
（鉄道＜海上）

・ CO2排出量少

・ 大量輸送が可能

・ CO2排出量少
（鉄道＜海上）

・ 輸送時間が短い

・ 小口貨物対応可

16



北海道における輸送基盤について

○全道各地に整備されている港湾や高規格道路、鉄道、空港などからなる物流拠点
や物流網が道内の貨物輸送を支えている。

■主な港湾

（国際拠点港湾）
室蘭港、苫小牧港

（重要港湾）
函館港、小樽港、釧路港、留萌港、
稚内港、十勝港、石狩湾新港、
紋別港、網走港、根室港

■主な高規格幹線道路

（高速自動車国道）
北海道縦貫自動車道、
北海道横断自動車道（根室線•網走線）

（一般国道自動車専用道路）
日高自動車道、深川•留萌自動車道、
旭川•紋別自動車道、
帯広•広尾自動車道､
函館・江差自動車道

■主な空港

新千歳空港、函館空港、釧路空港、
稚内空港、旭川空港、帯広空港、
中標津空港、女満別空港、紋別空港

17【出典】北海道ブロック 広域道路ネットワーク計画図（北海道開発局） ※図は令和3年4月時点



359,816 

365,094 

362,328 

341,025 

359,375 

361,077 

384,239 

384,529 

376,986 

286,591 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

自動車貨物輸送の貨物輸送量・品目別貨物輸送量について

○道内の自動車貨物輸送量は、3億5,000万トン前後で推移。

○道内間の輸送では、宅配便などを含む「特種品」が最も多く、「鉱産品」、
「農・水産品」などがこれに続く。

■ 自動車貨物輸送の貨物輸送量 ■ 自動車貨物輸送の品目別貨物輸送量

【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）（令和3年度）【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）

（千トン）
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農・水産品

40,523 

14.1%

林産品

8,618 

3.0%

鉱産品

55,561 

19.4%

金属機械工業品

18,722 

6.5%

化学工業品

39,824 

13.9%

軽工業品

24,849 

8.7%

雑工業品

8,445 

2.9%

特種品

90,049 

31.4%

（千トン）



3,512 3,529 3,452 3,470 3,497 3,471 3,496 3,470 3,491 3,526 

85,132 86,039 86,071 86,889 87,957 
89,971 

92,266 93,728 
96,541 97,476 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

登
録
車
両
台
数

自
動
車
貨
物
運
送
事
業
者
数

自動車貨物運送事業者数・登録車両台数について

○道内の貨物自動車運送事業者数は3,500社程度で近年横ばい。登録車両台数は増加
傾向で推移。

■ 自動車貨物運送事業者数・登録車両台数の推移

【出典】北海道運輸局資料

（社）
（台）
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自動車運転手の有効求人倍率の動向について

○道内の自動車運転手（バス・タクシー含む）の有効求人倍率は増加傾向にあり、
全職業を上回り、2倍を超える月もある高い水準で推移。

1.01

2.25

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

2.00

2.25

2.50

■ 有効求人倍率の推移

自動車運転手

全業種

【出典】北海道労働局資料

（倍）
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海上輸送の貨物輸送量について

○海上輸送量は、約6,000万トン前後で推移しており、道外との輸送については、
移入が移出を上回っている。

21

7,623 8,189 7,391 7,120 7,431 7,708 8,102 7,550 7,610 8,306 

24,403 25,530 
23,179 23,225 24,029 23,889 24,505 23,473 

19,465 19,559 

25,466 
26,003 

29,122 30,198 30,453 30,710 30,153 
29,513 

28,102 25,535 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

移入

移出

道内間57,491

■ 海上輸送量の推移

（千トン）

【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）

59,722 59,692 60,543
61,913 62,307 62,761

60,536

55,178 53,399



北海道－道外間の航路について

○北海道－道外間のフェリー航路は苫小牧港、小樽港、室蘭港、函館港を発着、
RORO船は苫小牧港、釧路港を発着。

22

■ フェリー航路 ■ RORO船航路
事業者名 航路名 航海数

新日本海
フェリー

① 小樽～舞鶴 日1便

② 小樽～新潟 週6便

③ 苫小牧～敦賀 日1便

④
苫小牧～秋田～
新潟～敦賀

週1便

⑤
苫小牧～秋田～
新潟

週5便

商船三井
フェリー

⑥ 苫小牧～大洗 週12便

太平洋
フェリー

⑦
苫小牧～仙台～
名古屋

2日1便

⑧ 苫小牧～仙台 2日1便

川崎近海
汽船

⑨ 苫小牧～八戸 日4便

津軽海峡
フェリー

⑩ 室蘭～青森 週6便

⑪ 函館～大間 日2便

⑫ 函館～青森 日6便

青函フェリー ⑬ 函館～青森 日8便

事業者名 航路名 航海数

近海郵船
① 苫小牧～敦賀 週6便
② 苫小牧～常陸那珂

※近海郵船と川崎近海汽船
の共同運航

週12便
川崎近海

汽船
③

④ 釧路～日立 日1便

栗林商船・
オーシャント

ランス・
NX海運

⑤ 苫小牧～東京 日1便

⑥ 苫小牧～（釧路）～東京 週11便

栗林商船

⑦ 苫小牧～仙台～東京～名
古屋～清水～東京～仙台

週1便
⑧

苫小牧～（釧路）～仙台～
東京～名古屋～船橋～東
京～仙台

⑨ 苫小牧～（釧路）～仙台～
東京～大阪～東京～仙台 週2便

⑩
苫小牧～（釧路）～仙台～
東京～大阪～清水～東京
～仙台

週2便

プリンス
海運

⑪ 苫小牧～八戸～川崎～
追浜～川崎～仙台

週3便

フジトランス
コーポレー

ション

⑫ 苫小牧～仙台～名古屋
～仙台

週7便
⑬ 苫小牧～八戸～名古屋

～(仙台)



農・水産品

248 3.0％

農・水産品

377 1.6％

農・水産品

1,410 

7.6％

林産品

199 

0.8％

林産品

489 2.6％

鉱産品

2,151 

25.9％

鉱産品

3,878 

16.0％

鉱産品

2,838 

15.4％

金属機械工業品

414 5.0％

金属機械工業品

6,571 

27.0％

金属機械工業品

6,079 

32.9％

化学工業品

4,490 

54.1％

化学工業品

7,411 

30.5％

化学工業品

4,678 

25.3％

軽工業品

88 1.1％

軽工業品

1,106 

4.6％

軽工業品

1,892 

10.2％

雑工業品

40 0.5％

雑工業品

1,084 

4.5％

雑工業品

174 0.9％

特種品

869 

10.5％

特種品

3,685 

15.2％

特種品

923 

5.0％

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

道内間

移入

移出

海上輸送の品目別貨物輸送量について

○海上輸送（フェリー以外）の輸送では、移出入ともに「金属機械工業品」、「化
学工業品」が多い。道内間では「化学工業品」が多い。

○フェリーの輸送では、移出入ともに「農・水産品」が最も多く、次いで食料工業
品などを含む「軽工業品」が多い。

■ 海上輸送（フェリー）の品目別輸送量
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■ 海上輸送（フェリー以外）の品目別輸送量

農・水産品

349 

28.5％

農・水産品

435 

40.5％

林産品

9 

0.8％

林産品

63 

5.9％

金属機械工業品

99 

8.1％

金属機械工業品

91 

8.5％

化学工業品

55 

4.5％

軽工業品

284 

23.2％

軽工業品

246 

22.9％

雑工業品

209 

17.1％

雑工業品

31 

2.9％

特種品

218 

17.8％

特種品

208 

19.4％

0 200 400 600 800 1,000 1,200

移入

移出

（千トン）

（千トン）

【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）

【出典】貨物地域流動調査（国土交通省）



北海道の物流を取り巻く課題や環境の変化

24
【出典】北海道における安定的かつ効率的な物流体制の確保に向けた検討報告書

北海道交通・物流連携会議 物流対策ワーキンググループ（令和4年5月）

人口減少と広域分散型社会
• 人口減少の進行に伴う生産・消費の低下などが懸念。過疎
地域等では配送が困難となる可能性が考えられる。

• 広大な地域に都市が分散する広域分散型社会を形成。他都
府県と比べモノの輸送に時間やコストを要している。

労働力不足

• 人口減少と高齢化が進む中、トラックの運転手や内航船員、
港湾労働者など物流を担う人材の確保が大きな課題。

• 労働力確保に向けた働き方改革が急務。

災害の激甚化・頻発化
• 本道は広大な面積と長い海岸線を有し、様々な大規模自然
災害のリスクあり。

• 近年、全国的に自然災害が激甚化・頻発化している中、今
後想定される災害時における輸送体制の確保が急務。

季節波動と片荷輸送
• 農産物の収穫期である夏～秋期の数ヶ月間に取扱が集中し、
閑散期との季節波動が大きいほか、片荷輸送が生じる傾向。

• 札幌は着貨物が多く発貨物が少なく、地方都市は発貨物が
多く着貨物が少ない片荷輸送が発生。

新型コロナウイルス感染症に伴う物流環境の変化
• 新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、法人・個人の行
動様式の変化により物流を取り巻く環境が劇的に変化。

• サプライチェーンの強靱化や物流の効率化が重要な経営課
題となっている。

持続可能な社会の実現に向けた取組の広がり

○ＳＤＧｓの取組
○地球温暖化対策
○自動車運転業務の働き方改革

新技術の導入の進展
• 物流分野においても、ドローン輸送や自動運転の実用化や
ビジネスモデルの構築に向けた取組が進められている。

• 物流産業における人材不足への対応や競争力の向上にむけ
て、新技術の導入を促進していくことが必要。

北海道新幹線の札幌延伸

• 国では、青函共用走行区間を含む新幹線の最大限の高速化
を実現するための方策について、北海道と本州の間の物流
の確保にも十分配慮した上で、必要な検討を進めることと
している。
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1. 北海道新幹線について

2. 北海道における物流の状況について

3. 北海道における鉄道貨物輸送について



5,000t / 日 未満

5,000t / 日～10,000ｔ / 日
10,000t / 日～30,000ｔ / 日
30,000t / 日 以上

－ 凡例 －

全国における貨物鉄道ネットワークの現状について

長万部
1 万 2 千トン

7 千トン

黒　　井

2 万 7 千トン

京　　都

4 千トン

広　　島

1 万 9 千トン

神　　戸

1 万 6 千トン

下　　関
3

万 4 千トン

名 古 屋 静　　岡

万 8 千トン万

1 万 7 千トン5

1 千トン 2

宇 都 宮
2

盛　　岡

1 万 4 千トン

千トン

鳥　　栖

3 万

仙　　台

東 室 蘭
1 万 2 千トン

平日平均の断面輸送図（2022年度）
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鉄道貨物輸送をめぐる現状と課題について①

最大６５０トン（１０ｔトラック６５台分）の輸送が可能。

20

43

216

0 50 100 150 200

貨物鉄道

船 舶

貨 物 車

（営業用）

1
11

(g-CO2/トンキロ)

資料 ： 国土交通省「自動車輸送統計調査」「内航船

舶輸送統計調査」及び「鉄道輸送統計調査」
並びに温室効果ガスインベントリオフィス「日
本の温室効果ガス排出量データ」に基づき
作成

○陸上貨物輸送の距離帯別シェア ○効率的な大量輸送機関

○輸送機関別のCO2排出量原単位

27

○貨物鉄道は、定時性に優れた効率的な大量輸送機関であり、全国ネットワークを
活用して、特に中長距離輸送において重要な役割を果たしている。

○物流2024年問題を踏まえ、不足するトラック輸送の受け皿として、トラック中距
離輸送から鉄道へのモーダルシフトの推進に大きく期待されている。

○また、優れた環境性能（CO2排出量はトラックの1/11）を有しており、2050年カー
ボンニュートラル実現への貢献にも大きく期待されている。



鉄道貨物輸送をめぐる現状と課題について②

コンテナ 車扱
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令和2年
7月豪雨

2020/7/31-11/1
鹿児島線ほか

121日間・368本運休
減送量1.6万t

令和元年
東日本台風
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東北線・中央線ほか
17日間・1,196本運休

減送量39万t

台風10号
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根室線・石北線
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平成30年
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山陽線ほか

100日間・4,421本運休
減送量163万t

令和3年
前線による大雨

2021/8/21-9/5
山陽線・中央線

24日間・900本運休
減送量34万t
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2015年度
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内航海運鉄道 トラック

○輸送トンキロと分担率の推移

○ＪＲ貨物の輸送トンキロの推移

○近年の自然災害による大規模輸送障害の発生

○近年の輸送モード別の輸送量推移
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○輸送機関別分担率は、トンキロベースで全体の約５％弱で横ばい。

○近年、激甚化・頻発化する自然災害により大規模な輸送障害が発生し、荷主から
の信頼が低下しており、輸送障害が発生するたびに鉄道の輸送量が低下している。

影響の大きな輸送障害発生箇所



深川

石狩沼田

苫小牧
東室蘭

旭川

根室

北見

稚内

札幌

函館

帯広

網走

新函館北斗

小樽

富良野

岩見沢

南千歳

名寄

釧路

長万部 新千歳空港

室蘭

中小国

木古内

北海道医療大学
滝川

追分

新得

新青森

中斜里ORS

名寄ORS

小樽築港
ORS

札幌(タ)

北旭川（貨物）

釧路貨物

札幌～北旭川
上り：１本（玉葱、米）
下り：３本（路線貨物）
（この他に、上り３本、下り３本の臨時運行があ
り、これには石北線の上下各１本を含む。）

札幌～北旭川～北見
上り：１本（玉葱）
下り：１本（産業廃棄物）
（４月・８月～３月の臨時運行）

札幌～富良野
上り：１本（玉葱）
下り：１本（肥料）
（４月・８月～３月の臨時運行）

帯広～釧路
上り：２本（乳製品）
下り：２本（米）

※ORS:オフレールステーション

本州～函館～札幌
上り：１８本（農産物、乳製品）
下り：１８本（宅配便、雑誌、飲料）
（室蘭線の上り計４本を含む。）

（この他に、上り2本、下り2本の臨時運行が
ある。）

本州～函館～苫小牧～帯広

（沼ノ端～追分経由）
上り：２本（馬鈴薯）
下り：０本

本州～函館～苫小牧～北旭川

（沼ノ端～岩見沢経由）
上り：２本（玉葱）
下り：０本

（かっこ内は主な貨物）

鵡川

沼ノ端

新旭川

出典：ＪＲ貨物資料

札幌～帯広
上り：３本（馬鈴薯、砂糖）
下り：５本（路線貨物）

北海道内における貨物列車の運行状況について(2022年度実績)
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貨物鉄道の北海道発着の輸送量について①

○北海道の各駅への到着は191万トンで、78％が札幌貨物ターミナル駅への到着貨物
となっている。

○北海道の各駅からの発送は186万トンで、うち68％が札幌貨物ターミナル駅以外の
駅から発送されている。

30
※2022年度実績、
道内間の発着は除く 出典：ＪＲ貨物資料



貨物鉄道の北海道発着の輸送量について②

236 248 247 224 223 205 202 197 185 186
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本州・北海道間の貨物鉄道の輸送量

北海道発 北海道着

単位：万トン

452

403418429

385 377

計464 480 483
449

○本州・北海道間の貨物鉄道の輸送量は、2013年度から2022年度の10年間で、
87万トン減少している。

31出典：ＪＲ貨物資料



貨物鉄道の北海道発着の輸送量と輸送品目について①

32

北海道→本州 本州→北海道

１８６万
トン

１９１万
トン

21.9%

食料工業品

41.8万トン

20.2%

積合せ貨物

38.6万トン

10.1%

化学工業品

19.3万トン

9.4%

紙パルプ等

17.9万トン

7.2%

他工業品

13.7万トン4.5%

化学薬品

8.6万トン

4.2%

農産品・青果物

8.0万トン

3.3%

家電情報機器

6.2万トン

1.2%

自動車部品

2.3万トン

1.0%

エコ関連物資

1.9万トン

17.0%

その他

32.5万トン

46.8%

農産品・青果物

87.1万トン

22.8%

食料工業品

42.5万トン

5.2%

他工業品

9.7万ト

ン3.4%

積合せ貨物

6.3万トン

1.8%

紙パルプ等

3.3万トン

1.8%

化学工業品

3.4万トン

0.9%

自動車部品

1.6万トン

0.7%

化学薬品

1.2万トン

0.4%

エコ関連物資

0.8万トン

0.4%

家電情報機器

0.8万トン

15.7%

その他

29.2万トン

北海道・本州間における貨物鉄道輸送量の内訳（２０２２年度）

○輸送品目は、北海道発が農産品・青果物、食料工業品、北海道着が食料工業品、
積合せ貨物（企業間の荷物、宅配便等）が多い。

出典：ＪＲ貨物資料



貨物鉄道の北海道発着の輸送量と輸送品目について②

鉄道

37%

その他

63%

馬鈴薯

北海道発の主要農産品の
輸送シェア（2021年度）

加工食品宅配貨物 書籍飲料 衣類 雑貨

鉄道による北海道発着の輸送品目と輸送量（2022年度）

紙製品馬鈴薯たまねぎ かぼちゃ 米 メロン乳製品 砂糖 自動車部品

鉄道

64%

その他

36%
たまねぎ

北海道着の主要品目の
輸送シェア

複数の大手宅配便取扱事
業者にヒアリングしたお
およそのシェア。

宅配便

鉄道
約20～30％

その他
東北地区東北地区

北海道地区北海道地区

東北地区

北海道地区北海道地区

関東地区

東海地区

18万トン

77万トン

48万トン
23万トン

18万トン

6万トン

98万トン

26万トン

19万トン

九州地区 関西・四国地区

39万トン

発 送

186万トン/年

到 着

191万トン/年

○貨物鉄道は、北海道発着ともに、東北から九州まで全国幅広い地域との輸送に利用
されている。

○北海道発のたまねぎの約64％、馬鈴薯の約37％が、貨物鉄道により輸送されている。

○北海道着の宅配便の約20～30％が貨物鉄道により輸送されている。

33出典：ＪＲ貨物資料



貨物鉄道の北海道発着の月別輸送量について

34

月別輸送量（2021年度）

○北海道発は、９～11月を中心に輸送量が多く、繁閑差が大きい。

○北海道着は、年間を通して一定の輸送量があり、繁閑差が小さい。

出典：ＪＲ貨物資料
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貨物鉄道の北海道発の月別・品目別輸送量について
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出典：JR貨物提供データより国土交通省作成

○北海道発は、９～11月を中心に農産品・青果物の輸送量が多く、繁閑差が大きい。



貨物鉄道の北海道着の月別・品目別輸送量について
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182

○北海道着は、年間を通して食料工業品や宅配便を輸送しており、繁閑差が小さい。


